
戊
ぼ
辰
しん
戦争と福島藩

　1868（慶応4、同年9月に明治改元）年1月、鳥羽・伏見の戦いで戊辰戦争が始まりました。4月

に江戸城が明け渡されましたが、新政府軍は会津藩追
つい

討
とう

のため、攻撃を続けました。

　奥
おう

羽
う

鎮
ちん

撫
ぶ

総
そう

督
とく

府
ふ

軍事局が長楽寺（舟場町）に置かれ、会津藩討
とう

伐
ばつ

を命じられた仙台藩兵が駐
ちゅう

留
りゅう

しましたが、政局はめまぐるしく動き、東北の諸藩は仙台藩と米沢藩を中心に閏
うるう

4月に会

津藩のゆるやかな処分を願い出ましたが却
きゃっ

下
か

され、その強行派である新政府軍の世
せ

良
ら

修
しゅう

蔵
ぞう

を

福島城下で殺害して新政府軍との対立を強め、5月には奥羽越列藩同盟を結びました。

　福島藩は、江戸藩
はん

邸
てい

では幕府軍支持を決めましたが、板倉氏の故郷重
しげ

原
はら

（愛知県刈谷市）では、

隣の名古屋藩が新政府軍支持を決めたため、これに同調することとしました。しかし、列藩

同盟が成立するとこれに加わって、新政府軍と戦うことになり、白河城の攻防では、仙台・

二本松藩兵らとともに戦い、多くの犠
ぎ

牲
せい

者
しゃ

を出しました。

　7月末に二本松藩が降伏すると、福島藩も開城を決めました。しかし、対新政府軍強行派

の米沢藩をはじめ、棚倉・仙台・上
かみ

ノ
の

山
やま

藩ら奥羽軍は長楽寺に軍事局を置き、徹
てっ

底
てい

抗
こう

戦
せん

をは

かるなど、福島城下は奥羽軍の前線基地となり、小藩福島藩は揺
ゆ

れ動く政局に振り回される

結果となりました。その中で、塗
と

炭
たん

の苦しみにあったのは、食
しょく

糧
りょう

の供給や物資の輸送に駆
か

り

出された農民・町人たちでした。

【上】
136.長楽寺本堂

（舟場町）
奥羽鎮撫総督府軍事局が置かれた。
本堂の梁には菊の紋章（勤皇の軍を
表す）が残っている。

【右上】
137.世良修蔵官修墳墓

（宮町　福島稲荷神社北東隅）
強硬に会津藩討伐を唱えた世良修蔵
は、仙台藩の姉歯武之進らに阿武隈
川の川岸（腰浜村字下河原）で斬り殺
された。 世良修蔵官修墳墓付近図

135.洋式軍装の福島藩士　
「戊辰戦争福島藩士出陣之図（部分）」
萱間　開画（市蔵）
1868年7月渋川教之助が藩士5人を率い
て中村（相馬市）に、8月内藤魯一が藩士
20人を率いて二本松に謝罪嘆願に行き、
西軍に属して戦った時の姿。

13

13

世良修蔵
官修墳墓

福島稲荷神社
置賜町局

到岸寺

福島テルサ

ホテル
サンキョウ福島

東邦銀行

大原綜合病院

福島警察署

西蓮寺
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信達世直し一揆

　1866（慶
けい

応
おう

2）年6月15日未明、箱
はこ

崎
ざき

村（伊達市箱崎）愛
あた

宕
ご

神社の鐘
かね

の音を合図に、5000人余の

農民が、米価と物価の引き下げ、貸
かし

付
つけ

利
り

子
し

の引き下げ、新税（蚕
さん

種
しゅ

税・生
き

糸
いと

税）の廃止を求め

て蜂
ほう

起
き

し、新税を提案した岡村の文
ぶん

右
え

衛
も

門
ん

宅や中
なか

瀬
ぜ

村の義
ぎ

左
ざ

衛
え

門
もん

宅等を打ちこわしました。

打ちこわしは、信夫郡16か村、伊達郡37か村で起こりました。

　この一揆は、これまでの百姓一揆が年貢減
げん

免
めん

や飯
はん

米
まい

・種
たね

籾
もみ

の貸
かし

出
だし

を領主にお願いするもの

だったのに対し、物価引き下げや新税廃
はい

止
し

を訴え、「世の中が穏
おだ

やかに暮らせ」ることを願っ

ている点で異なり、世直し一揆と呼ばれています。

世直し一揆と戊
ぼ
辰
しん
戦争

テーマ

19

132.慶応二年寅五月廻状　
（伊達市　韮沢一氏蔵　県歴史資料館寄託）
一揆の首謀者がわからないよう、197の村名が円
形に書いてある。中央の「口達」は下記の通り。

旧佐久間邸付近図

133.打ちこわしの柱傷
旧佐久間邸（佐倉下） 134.世直し一揆を伝える瓦版

（庄司孝雄氏蔵）
旗に「金原田村世直し八郎大明神」
江戸の瓦版では金原田村（伊達市保原
町）の菅野八郎が首謀者と伝えられた。

口
こう
達
たつ
（現代語訳）

　最近は諸物価が高
こう
騰
とう
し、米を売ってくれない。年

とし
寄
より
や女

おんな
子
こ
供
ども
を養うことが

できず、生活できない。きちんとお金を払って米
べい
穀
こく
を買い、年寄や女子供を

養い、安心して農作業に打ち込めなくては天下のためにならない。この状況
を皆々理解するように。場合によっては火が上がり、打ちこわしが起こるだ
ろう。その場合は遅れず駆

か
けつけるように。遅れた場合は、その村は大変な

ことになる。なお、岡
おか
村
むら
文
ぶん
右
え
衛
も
門
ん
と中

なか
瀬
ぜ
村
むら
義
ぎ
左
ざ
衛
え
門
もん
は新たに生糸税と蚕種税

の設置を進言した。これが信達両郡の人々を難
なん
渋
じゅう
にした原因である。この両

人をほおってはおけない。こうした状況の下、諸物価を引き下げ、世の中が
穏やかに暮らせ、五

ご
穀
こく
成
じょう
就
じゅ
を願って、この書状を書いたのである。各村は村

内の末
すえ
々
ずえ
までこの書状を理解させ、その上で次の村に廻すように。

慶応二年（1866）寅五月

コラム

あらかわ
クリーン
センター

セブン
イレブン

JAふくしま未来
南営農センター

老人福祉
センター

旧佐久間邸

126

東
北
自
動
車
道
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　山形県
けん

令
れい

（県知事）として1881（明治14）年10月の万
ばん

世
せい

大
たい

路
ろ

開通に努めた三
み

島
しま

通
みち

庸
つね

（1835～1888）

は、翌年1月に福島県令となりました。

　当時、福島県は国民の平等・自由・民権を目指す自
じ

由
ゆう

民
みん

権
けん

運
うん

動
どう

が盛んで、西の土
と

佐
さ

、東の

福島と言われる程でした。その推進役であったのが河
こう

野
の

広
ひろ

中
なか

（1849～1923）で、明治14年1月の

県会議員改選で当選し、4月には議長に就任していました。

　同年10月には、東京で日本最初の全国的政党の自
じ

由
ゆう

党
とう

が結成され、12月には自由党福島部

を河野広中が同志と創設し、県議会は自由党が最大政党となりました。

　「火つけ、強盗と自由党はゆるさぬ」とする三島通庸は、翌年の明治15年4月開催の臨時議会、

そして定例議会に一度も出席しませんでした。自由党議員は全部の議案を否決する動議を提

出し、21対23というわずか2票の差で福島県政に類を見ない議案毎号否決が決議されました。

　この件以降、自由民権運動への弾圧が強まり、同年12月の河野広中ほか25名の自由党幹部

が捕えられる福
ふく

島
しま

事
じ

件
けん

が起こりました。

　また、三島県令は土
ど

木
ぼく

県
けん

令
れい

とも言われ、福島県令時代に、自ら命名した「松
しょう

齢
れい

橋
ばし

」（舟
ふな

橋
ばし

）

の架
か

橋
きょう

（明治15年）、甚
じん

兵
べ

衛
え

火事後の町内街路整備などを行いました。1884（明治17）年には高
たか

湯
ゆ

温
おん

泉
せん

から庭坂村への引
ひき

湯
ゆ

による湯
ゆ

町
まち

建設の工事が柴
しば

山
やま

景
かげ

綱
つな

信夫郡長により進められました。

　その後、三島通庸は1884（明治17）年11月に内務省土木局長に異動しました。

三
み
島
しま
通
みち
庸
つね
と自由民権運動

テーマ

20

140.三島通庸
（国立国会図書館ウェブ
サイトから掲載）

138.河野広中
（国立国会図書館ウェブ
サイトから掲載）

139. 『福島奇聞　自由の夜譚』表紙　
1883（明治16）年自由民権運動家を
風刺を交えて書いた小説。右が三島
通庸、左が河野広中。
（福島県立図書館蔵）
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湯
ゆ
町
まち

　三島県令時代、柴山景綱信夫郡長の奨
すす
めで計画されたといわれ、高湯温泉から庭坂村割石（後の湯町）へ引

ひき
湯
ゆ
し湯

町を開設する計画で、1884（明治17）年11月には引湯が許可されました。工事費の大半を信夫郡が負担して工事
が開始され、翌1885（明治18）年10月には引湯開通の式典が行われました。
　奥羽南線建設工事のための福島出張所が1894（明治27）年に庭坂に設置され、工事最盛期には多くの工事関係者
で湯町は繁盛したと言われています。
　湯町へは木製湯

ゆ
樋
どい
による引湯で、約12㎞の長距離であったため各所で破損し、温泉の漏

ろう
出
しゅつ
が甚だしく、飲料水

に混流したり、湯の温度が下がるなどにより、客が減少していき、1898（明治31）年営業は中止となりました。

万
ばん
世
せい
大
たい
路
ろ

　福島と米沢を結ぶ道については、すでに1874（明治7）年には江戸時代の米沢街道とは異なる新道開
かい
削
さく
の話が持

ち上がり、その後福島・山形両県で新道について協議が行われました。1876（明治9）年8月初代の山形県令になっ
た三島通庸は、トンネルによる栗

くり
子
こ
山越えの新道開削の計画を推進し、福島県と新道開設について合意し、翌明治

10年国の許可を受け、両県による新道の工事が開始されました。
　福島町より山形県置

おき
賜
たま
郡
ぐん
米
よね
沢
ざわ
町
まち
までの新道の名称は、福島県管内は中

なか
野
の
新
しん
道
どう
、山形県管内は刈

かり
安
やす
新
しん
道
どう
と呼びまし

た。難工事でしたが、1881（明治14）年9月に竣工し、羽
う
州
しゅう
街道と命名され、同年10月3日明治天皇を迎え、開通

式が行われました。
　1882（明治15）年明治天皇の勅

ちょく
定
じょう
により「万世大路」と命名されました。

コラム

コラム

141.栗子新道画図（市蔵）明治14年9月
1881（明治14）年9月3日　定価十銭　出版発行人　稲

いな

田
だ

重
じゅう

左
ざ

衛
え

門
もん

（山形県南置賜郡長町2番地）とある。竣工月に発行されて
おり、開通への大きな期待を感じることができる。図中に「民のため　つくす　天

あま

路
じ

は　みちのくの　山の穴道　ふみて
こそ知れ　通庸」と書かれている。

142.湯町の図
（「高湯温泉場全図」） 57
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（国立国会図書館ウェブ
サイトから掲載）

138.河野広中
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甚兵衛火事からの復興とまちづくり

　1881（明治14）年4月25日午後4時30分頃柳町の二
に

階
かい

堂
どう

甚
じん

兵
べ

衛
え

方「みどり湯」から出火し、強

い西風にあおられ、2～3時間で当時の福島町の約8割（全戸数2155戸、焼
しょう

失
しつ

1746戸）が焼けてし

まいました。しかし、人々は町の復興に努め、翌年1月には焼失家屋のうち約9割が復興を果

たしました。

　当時の県令は狭い道路が大火を招いた原因

として、区画整理を町の人々に提案し、新た

なまちづくりが始まり、三つの事業が実施さ

れました。

　第1次事業（明治14～16年）は、県庁前付近

の街
がい

路
ろ

の新設・拡
かく

幅
ふく

事業でした。第2次事業

（1884（明治17）年）は、三
み

島
しま

通
みち

庸
つね

県令が推進し

た事業で、奥
おう

州
しゅう

街
かい

道
どう

の中央を流れていた福
ふく

島
しま

用
よう

水
すい

の埋
まい

設
せつ

と、街路の改修が主な事業でした。

第3次事業（明治17年）は、第1・2次事業以外の

街路新設及び拡幅等の改修でした。

　こうして、街路の新設・拡幅等の改修事業

により現在の旧市内のまちづくりが進む中、

1887（明治20）年、東北本線の開通に伴う福島

停
てい

車
しゃ

場
ば

（現JR福島駅）開設が予定され、その開

設場所を含めて福島町の今後のまちづくりをどう進めていくかが、町内で論議されました。

この時の鉄道会社との交渉役は鐸
すず

木
き

三
さぶ

郎
ろう

兵
べ

衛
え

ら7人でした。

　最終的に停車場が現場所に決定し、5月から町と停車場予定地の間の広い田
でん

園
えん

地
ち

帯
たい

に、鐸

木らが中心となり多くの人々の協力を得て新市街地造成が実施され、10月22日竣
しゅん

工
こう

式が行わ

れ、現在の駅前通りが完成しました。まちなか広場からJR福島駅までの間の主な道路網は

この時に完成したものです。

甚
じん
兵
べ
衛
え
火
か
事
じ
からの復興と福島町の整備

テーマ

21

143.甚兵衛火事類燃図
（県庁文書『明治14年福島大火記録』「福島町火災報告略
図」より作成）
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金融機関の整備

　甚兵衛火事によって、福島の経済は大打撃

を受けました。町内の全ての銀行６店（本店は

第
だい

六
ろく

国
こく

立
りつ

銀
ぎん

行
こう

、第
だい

百
ひゃく

七
しち

国
こく

立
りつ

銀
ぎん

行
こう

、福
ふく

島
しま

銀
ぎん

行
こう

の３店）

が焼失しましたが、第六国立銀行では公金は

無事との報告がありました。

　第六国立銀行は、1877（明治10）年県内で最

初に福島町に設立されました。第百七国立銀

行は1878（明治11）年に、福島銀行は1880（明治

13）年に創設されました。これら銀行が設立

された背景には、福島町には生糸が集まりそ

の売買がさかんで、その資金が求められたこ

とにあります。しかし、甚兵衛火事以降明治

10年代は経済不況が続き、地元銀行は厳しい経営状況となりました。この時期に東北地方で

初めての安田銀行福島支店など県外の有力銀行が多く進出してきました。

144.現在の駅前通り周辺　現在の道路で明治20年に整備された道路を■線で示した。
JR福島駅東側の現在の主要な道路が、明治20年に完成したことがわかる。

鐸
すず
木
き
三
さぶ
郎
ろう
兵
べ
衛
え
（1858～1931）

　1858（安政5）年3月現宮城県白石市生まれで、1878（明治11）年福島町鐸木家の家
か
督
とく
を相続し、鐸木三郎兵衛

（雅号：馬
ば
厳
げん
）を名乗るようになりました。甚

じん
兵
べ
衛
え
火事後の区画整理では私財を投じて力を尽くし、福島停車場開

設に伴
ともな
う市街地整備では開

かい
修
しゅう
掛
かかり
として先頭に立って活躍しました。その後、福島町初代助役、三代目町長として

福島町の発展に大きな役割を果たしました。さらに、県議会議長、衆議院議員として福島県の発展にも尽くしま
した。

コラム
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全国8番目の開設 日本銀行福島出張所
　1899（明治32）年7月、東北地方初の日本銀行福
島出張所が、現在地に開設されました。
　開設された理由は、
・ 福島町で東北二大鉄道（東北本線・奥羽南線）が交
わり、交通運搬の要衝であったこと。
・ 生糸が日本の輸出品のうち最も重要で、福島町周
辺は日本でも有数の生糸の産出地域であったこと。
・ 福島町は生糸取引高が東北全体の大部分を占め、
金融の中心も福島町であること、と言われています。

145.日本銀行福島出張所

コラム
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甚兵衛火事からの復興とまちづくり

　1881（明治14）年4月25日午後4時30分頃柳町の二
に

階
かい

堂
どう

甚
じん

兵
べ

衛
え

方「みどり湯」から出火し、強

い西風にあおられ、2～3時間で当時の福島町の約8割（全戸数2155戸、焼
しょう

失
しつ

1746戸）が焼けてし

まいました。しかし、人々は町の復興に努め、翌年1月には焼失家屋のうち約9割が復興を果

たしました。

　当時の県令は狭い道路が大火を招いた原因

として、区画整理を町の人々に提案し、新た

なまちづくりが始まり、三つの事業が実施さ

れました。

　第1次事業（明治14～16年）は、県庁前付近

の街
がい

路
ろ

の新設・拡
かく

幅
ふく

事業でした。第2次事業

（1884（明治17）年）は、三
み

島
しま

通
みち

庸
つね

県令が推進し

た事業で、奥
おう

州
しゅう

街
かい

道
どう

の中央を流れていた福
ふく

島
しま

用
よう

水
すい

の埋
まい

設
せつ

と、街路の改修が主な事業でした。

第3次事業（明治17年）は、第1・2次事業以外の

街路新設及び拡幅等の改修でした。

　こうして、街路の新設・拡幅等の改修事業

により現在の旧市内のまちづくりが進む中、

1887（明治20）年、東北本線の開通に伴う福島

停
てい

車
しゃ

場
ば

（現JR福島駅）開設が予定され、その開

設場所を含めて福島町の今後のまちづくりをどう進めていくかが、町内で論議されました。

この時の鉄道会社との交渉役は鐸
すず

木
き

三
さぶ

郎
ろう

兵
べ

衛
え

ら7人でした。

　最終的に停車場が現場所に決定し、5月から町と停車場予定地の間の広い田
でん

園
えん

地
ち

帯
たい

に、鐸

木らが中心となり多くの人々の協力を得て新市街地造成が実施され、10月22日竣
しゅん

工
こう

式が行わ

れ、現在の駅前通りが完成しました。まちなか広場からJR福島駅までの間の主な道路網は

この時に完成したものです。

甚
じん
兵
べ
衛
え
火
か
事
じ
からの復興と福島町の整備

テーマ
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143.甚兵衛火事類燃図
（県庁文書『明治14年福島大火記録』「福島町火災報告略
図」より作成）
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東北本線の開通

　1881（明治14）年設立された民間の日
に

本
ほん

鉄
てつ

道
どう

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

によって、東北本線の鉄道敷
ふ

設
せつ

は行われました。

　1885（明治18）年7月大宮～宇都宮間が開通し、翌年

8月には白河～福島間の工事が着工されました。

　県北地方の養
よう

蚕
さん

地帯では鉄道敷設への反対運動がありましたが、1887（明治20）年12月15日

郡山～仙台間が開通し、福島停
てい

車
しゃ

場
ば

（JR福島駅）が開業しました。開業当初、現在の福島市

内での開業停車場は福島と松川だけでした。1891（明治24）年には青森まで開通しました。

奥
おう
羽
う
南
なん
線
せん
の開通

　1892（明治25）年福島～青森間の鉄道

敷設が決定し、鉄
てつ

道
どう

庁
ちょう

により測量が行

われました。明治26年、鉄道庁は、福

島から湯沢（秋田県）へ、また青森から

湯沢へ向かってそれぞれ工事を進める

ことを決め、福島～湯沢間を奥
おう

羽
う

南
なん

線
せん

として福島建
けん

築
ちく

出
しゅっ

張
ちょう

所
じょ

、湯沢～青森間

を奥
おう

羽
う

北
ほく

線
せん

として青森建築出張所が当

初担当することになりました。

　庭坂と米沢（山形県）の間には松川、

板谷峠などがあり、松川橋
きょう

梁
りょう

や板谷峠

トンネル（隧
ずい

道
どう

）など難工事でした。ト

ンネル工事では多量に煉
れん

瓦
が

が使用され

るため、野田村笹木野に煉瓦工場がつ

くられました。

　1899（明治32）年5月15日奥羽南線福

島～米沢間は開通しました。

交通網の整備テーマ

22

146.開通当時の機関車と福島停車場

煉
れん
瓦
が
工場（下野寺字山

やま
神
がみ
）

　奥羽南線工事のため野田村笹木野に煉瓦
工場が開設されたことが、「福島八景の碑」（岩
谷観音）裏面の「福島煉瓦業の碑」に刻まれ
ています。碑建

こん
立
りゅう
の経過は不明ですが、伊

い

豆
ずの
国
くに
上
かみ
河
かわ
津
づ
村（現静岡県加

か
茂
も
郡河津町）の稲

いな

葉
ば
常
つね
松
まつ
、陸

りく
前
ぜんの
国
くに
松岩村（現宮城県気仙沼市）

の畠
はたけ
山
やま
六
ろく
兵
べ
衛
え
、岩

いわ
代
しろの
国
くに
山
やま
都
と
村（現喜多方市）

小
お
澤
ざわ
昌次の三人により煉瓦土

ど
管
かん
製造を

開始したとあります。
　工場開設は1893（明治26）年6月で、
明治37年に業務拡張のため下野寺字
山神に移転し、その後太平産業株式会
社福島煉瓦工場となり、1966（昭和
41）年に工場閉鎖と言われています。
　字山神地内には煉瓦造りの山神神社
があり、その境

けい
内
だい

には稲葉常松らが
寄進した珍しい素

す

焼
や
きの灯

とう
籠
ろう
があり

ます。

コラム

147. 福島八景の碑

148. 煉瓦工場と作業風景

149.山神神社（左）と寄進された灯籠（右）
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信
しん
達
たつ
軌
き
道
どう
の開通

　1906（明治39）年3月鉄
てつ

道
どう

国
こく

有
ゆう

法
ほう

が公布され、国

内鉄道のほとんどが国有化され、私設鉄道は地

方の小規模な鉄道のみとなりました。

　同年9月、甲
こう

州
しゅう

（山梨県）の実業家雨
あま

宮
みや

敬
けい

次
じ

郎
ろう

の

呼びかけで、福島町公会堂に信達両郡の有力者が集まり、軽
けい

便
べん

鉄道敷設について協議し、敷

設内容、発
ほっ

起
き

人
にん

、創立委員選出等を決めました。そして、雨宮敬次郎と信達両郡の有力者30

名の発起人により国に特許を申請し許可されました。資金は雨宮と地元が半額負担とし、明

治40年11月雨宮社長名で信
しん

達
たつ

軌
き

道
どう

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

成立届

（本社：福島市栄町32番地）が出され、蚕
さん

種
しゅ

・生糸な

どの輸送に大きな役割を果たすことになります。

　1908（明治41）年の奥
おう

羽
う

六
ろっ

県
けん

連
れん

合
ごう

共
きょう

進
しん

会
かい

開催に合

わせ、4月14日福島～長岡（現伊達市長岡）～湯野間

の軽便鉄道が開通し、7月に長岡～保原間も開通

しました。

　また、4月の臨時株主総会で、信達軌道株式会

社を含む地方軌道会社8社の合併が決議され、大

日本軌道株式会社（雨宮敬次郎社長）が創立され、信

達軌道株式会社は福島支社となりました。その後、

1917（大正6）年9月地元有力者のみで新たな信達軌

道株式会社（本社：長岡村）を設立し、大日本軌道

株式会社から軌道敷設の特許が譲られました。

　しかし、1922（大正11）年5月19日に蒸
じょう

気
き

機関車の煙
えん

突
とつ

の火の粉
こ

が原因となり、46戸が全焼

する本
もと

内
うち

大
たい

火
か

がおこり、電化への強い声があがりました。

　信達軌道株式会社は大正14年12月名称を福
ふく

島
しま

電
でん

気
き

鉄
てつ

道
どう

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

に変更し、翌年4月福島～

長岡～飯坂間から順次電化を進めました。路面電車（チンチン電車）の誕生です（昭和46年廃止）。

　また、1920（大正9）年蒸気機関車での福島～飯坂間の軌道許可を得て、翌年8月設立された

飯
いい

坂
ざか

軌
き

道
どう

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

は、同年10月福島飯坂電気軌道株式会社と改称し、1924（大正13）年4月福

島～現花水坂間の電車運行を開始し、1927（昭和2）年現飯坂温泉駅まで延長しました。

150.開通当時の軽便鉄道機関車

151. 飯坂軌道及び福島電気鉄道運行路線図
（大正15年）

図中の飯坂温泉駅は現花水坂駅。
飯坂駅は後の湯野町駅。
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初担当することになりました。
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島～米沢間は開通しました。
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工場が開設されたことが、「福島八景の碑」（岩
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ています。碑建

こん
立
りゅう
の経過は不明ですが、伊

い

豆
ずの
国
くに
上
かみ
河
かわ
津
づ
村（現静岡県加

か
茂
も
郡河津町）の稲

いな

葉
ば
常
つね
松
まつ
、陸

りく
前
ぜんの
国
くに
松岩村（現宮城県気仙沼市）

の畠
はたけ
山
やま
六
ろく
兵
べ
衛
え
、岩

いわ
代
しろの
国
くに
山
やま
都
と
村（現喜多方市）

小
お
澤
ざわ
昌次の三人により煉瓦土

ど
管
かん
製造を

開始したとあります。
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明治37年に業務拡張のため下野寺字
山神に移転し、その後太平産業株式会
社福島煉瓦工場となり、1966（昭和
41）年に工場閉鎖と言われています。
　字山神地内には煉瓦造りの山神神社
があり、その境

けい
内
だい

には稲葉常松らが
寄進した珍しい素

す

焼
や
きの灯

とう
籠
ろう
があり

ます。

コラム

147. 福島八景の碑

148. 煉瓦工場と作業風景

149.山神神社（左）と寄進された灯籠（右）
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近代の教育制度：寺子屋から学校へ

　1872（明治5）年に学制が公布されると全国の町や村に小学校が設けられ、近代の教育制度

が始まりました。多くは寺院や民家を間借りしての開校で、授業も藩校や寺子屋の師
し

匠
しょう

が担

当するなど、近代の教育は建物も内容も手探
さぐ

りの状態で始まりました。やがて1879（明治12）

年に教育令
れい

が、1886（明治19）年に学校令が公布されるなど教育制度

はしだいに整えられていきます。その間、各町村と住民の努力によ

り独立した校舎が建設され、教員の養成機関として、曲
きょく

折
せつ

を経て福

島師範学校（現福島大学人間発達文化学類）が開設されました。

　このような学校教育の黎
れい

明
めい

期の福島で教え、学んだ親子がいます。

立子山の小学校長を務
つと

めた朝
あさ

河
かわ

正
まさ

澄
ずみ

と、その子で世界的な歴史学者

である朝河貫
かん

一
いち

です。

　1874（明治7）年、二本松藩士であった正澄は立子山小学校の校長とし

て招かれ、一時は校舎のあった天
てん

正
しょう

寺
じ

に住んでいました。貫一も父の教

えを受けながら幼少期を立子山で過ごし、その神
しん

童
どう

ぶりから「朝河天神」

と呼ばれるほどでした。後に米国エール大学の教授となり、日米の平和

のために奔
ほん

走
そう

しました。天正寺には貫一が4歳の時に書いた馬の落書き

が残されています。正澄は村の教育に力を尽くし、後に立子山が模範村

として表彰される気風の礎
いしずえ

を築
きず

きました。

教育制度の整備テーマ

23

152. 立子山小で学んだ
朝河貫一（1873～1948）
（提供：二本松市教育委員会）

153. 貫一の書いた落書き
（天正寺）

令和まであった明治の学び舎
　松川町金沢の永

えい
仁
にん
寺
じ
の前に、明治に

建てられた校舎が令和まで残っていま
した。旧金谷川小学校金

かね
沢
ざわ
分校です。

同校は1875（明治8）年に八丁目小学
校第二支校として永仁寺を仮校舎に開
校し、翌1876（明治9）年に金沢小学
校と改称しました。のちに金谷川小学
校の分校になり、1969（昭和44）年の
廃校まで多くの子どもたちがここで学びました。この建物は、1885（明治18）年起工、1886（明治19）年落成と
伝わり、現在は取り壊されました。

コラム

旧金沢分校付近図

永仁寺

旧金沢分校

松川車輌販売

黒沼神社

307

4

154.静かにたたずんでいた旧金沢分校
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尋常小学校～国民学校～新制小学校へ

　1872（明治5）年の学制公布以来、新しい時代を担
にな

う人材の育成は国家の急務とされ、試
し

行
こう

錯
さく

誤
ご

の中で法令はたびたび変更されました。今では当たり前となった小学校6年、中学校3年

という義務教育のあり方は戦後の学制改革によるもので、戦前の教育制度では義務教育は小

学校まででした。

　さらに教育を受けたい人は、現在の高等学校に相当する中学校や高等女学校、実業学校な

どに進みました。福島中学校（現県立福島高校）、福島高等女学校（現橘
たちばな

高校）、福島商業学校（現

福島商業高校）、蚕
さん

業
ぎょう

学校や信夫農学校（いずれも現福島明成高校）が明治時代に設立され、これ

らの学校からは今まで各分野に多くの人材を輩
はい

出
しゅつ

してきました。

 福島の学び舎
小学校は地区の子どもたちの学びの場として地域の協力のもと設立された。
また中学校や実業学校には周辺から多くの進学者が集まった。

シスター・ローズ・コーション～桜の聖母の創始者
　1932（昭和7）年にカナダから5人の修

しゅう
道
どう
女が福島を訪れました。彼女

たちが所属するコングレガシオン・ド・ノートルダム修道会は学校での
教育活動を行っており、日本での活動拠点として福島を選んだのです。
シスター・ローズ・コーション（Sister Rose Cauchon）はそのひとりで、
いろいろな困難をのりこえて修道院、診療所を設立し、1938（昭和13）
年に雛

ひな
菊
ぎく
幼稚園（現桜の聖母学院幼稚園）を設立し、園長を務めました。

彼女たちは幼稚園での教育だけでなく、福島の人々のために音楽や語学、
手芸、料理などの教室を開き、暮らしの貧しい人々の家を一軒ずつ訪問し、
彼らの生活が少しでも良くなるように働きました。第二次世界大戦によっ
て園の運営が一時中断され、自身も会津若松市に移住させられましたが、
終戦後に活動を再開し、1946（昭和21）年には桜の聖母初等学校（現桜
の聖母学院小学校）を開設、続いて中学校、高校、短大を相次いで設立し、後に東京で修道会日本管区の初代管
区長となり、1993（平成5）年に亡くなりました。彼女は、日本の自然や文化、伝統芸術を大切にし、ときには
日本人の言葉づかいを注意するほど日本語を大事に考えていました。

コラム

159. カナダからの5人の修道女たち
左から２人目がシスター・ローズ・
コーション
（提供：コングレガシオン・ド・ノー
トルダム修道会　桜の聖母学院）

155.松川小学校（松川町） 156.福島中学校（森合町） 157.蚕業学校（渡利） 158. 福島師範学校
（杉妻町）
（のち女子師範学
校等として使用）
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　1907（明治40）年4月1日に福島市は誕生しました。人口は3万2524人、世

帯数5582で、町役場（当時杉妻町）を市役所としました。

　6月には初の市議会議員選挙があり、市議会で二
にの

宮
みや

哲
てつ

三
ぞう

（1870～1937）を

市長第一候補として内
ない

申
しん

し、7月に初代市長として就任しました。1925（大

正14）年に退任するまで、二宮市長により上下水道整備、文化施設の整備、

教育環境整備、市営住宅建設、道路整備等の都市の生
せい

活
かつ

基
き

盤
ばん

事業が広範

囲に行われました。

　市民生活に欠かせない飲料水の確保のため、弁
べん

天
てん

山
やま

浄
じょう

水
すい

場
じょう

を設置し阿武隈川から取
しゅ

水
すい

する

上水道工事は大正14年に完成し、松
しょう

齢
れい

橋
ばし

も完成しました。下水道工事では市内を流れていた

用水路の整備を行いました。

　市
し

営
えい

住
じゅう

宅
たく

は、1920（大正9）年から建設が始まり、1927（昭和2）年までには199戸が建設されま

した。市営火
か

葬
そう

場
ば

は大正9年9月に新築され、市の福島職業紹介所が1925（大正14）年6月に開

設されました。文化施設では、1917（大正6）年に御
ご

大
たい

典
てん

（大正天皇即位）記念事業として、現在

地に木造ゴシック式の公会堂が完成しました。

　教育環境整備では、1913（大正2）年に私
し

立
りつ

福
ふく

島
しま

成
せい

蹊
けい

女
じょ

学
がっ

校
こう

が設立され、また、二宮市長の

誘致活動もあり、1922（大正11）年福
ふく

島
しま

高
こう

等
とう

商
しょう

業
ぎょう

学
がっ

校
こう

（現福島大学経済経営学類）が新設されました。

　これらの整備には巨額の費

用が必要でした。景気の移り

変わりがはげしい時代で、第

一次世界大戦後の不況の影響

などから、昭和元年には市の

借金は200万円を超え、厳し

い財政状況となりました。

　1918（大正7）年には、大
おお

島
しま

要
よう

三
ぞう

が中心となり誘致活動を

行った福島競馬場が、市の支

援などを得て、現在地に開場

しました。

福島市の誕生と大正期の賑わいテーマ

24

160. 二宮哲三 市長

福島競馬場生みの親　大
おお
島
しま
要
よう
三
ぞう

　大島要三（1859～1932）は埼玉県北埼玉郡大
おお

桑
くわ
村
むら
（現加

か
須
ぞ
市
し
）生まれで、奥羽南線の板谷の難

工事を完成させ、その名声が高まりました。
　その後福島町に移り住み、1907（明治40）年
設立の信達軌道株式会社取締役、福

ふく
島
しま
電
でん
燈
とう
株
かぶ
式
しき

会
がい
社
しゃ
社長などを歴任し、福島市初の市議会議員

に当選し、福島市発展に貢献しました。
　その功績で最も知られているのが福島競馬場
の開設です。当時の郡山開成山競馬場は公認競馬場でなく、「福島競馬会」
の伊

い
藤
とう
彌
わたる
が公認競馬場誘致（藤

ふじ
枝
えだ
競
けい
馬
ば
倶
く
楽
ら
部
ぶ
の譲

じょう
渡
と
）を大島要三に強く訴

えました。大島は二宮市長をはじめ経済界を説得し、市をあげての公認
競馬場誘致を行い、1918（大正7）年1月に福

ふく
島
しま
競
けい
馬
ば
倶
く
楽
ら
部
ぶ
が誕生しまし

た。その後大島は会頭として、土地会社を設立し一般から株主を募集し、
3月工事着工し、6月28日記念すべき第一回福島競馬が開催されました。

コラム

161. 大島要三銅像
（信夫山公園）　
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大正末の福島市と大正の建築物

164.逓信省電気試験所福島出張所
（現：福島市写真美術館）（大正11年）

168.＊福島税務署（大正3年）

166.＊福島県師範学校（大正12年）

（福島市小学校用『郷土読本』福島市教務会（大正15年2月発行）より）

165.＊福島高等商業学校（大正10年）

167.福島市公会堂（大正6年）

　　・（　　　）内は竣工年。
　　・日本銀行福島支店・福島県農工銀行（大正2年）、安田銀行福島支店（大正15年）
　　　は69ページで紹介している。
　　・＊印の写真は、『福島案内』（昭和6年）より

163.＊福島第二尋常小学校
（大正14年）

162.＊福島郵便局（大正7年）
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競馬場誘致を行い、1918（大正7）年1月に福

ふく
島
しま
競
けい
馬
ば
倶
く
楽
ら
部
ぶ
が誕生しまし

た。その後大島は会頭として、土地会社を設立し一般から株主を募集し、
3月工事着工し、6月28日記念すべき第一回福島競馬が開催されました。

コラム

161. 大島要三銅像
（信夫山公園）　
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